SIer SES 情シス 職務経歴書テンプレート
このテンプレートは、案件名の一覧を、採用側が確認できる担当範囲と判断の記録へ変えるための編集用ファイルです。応募先の指定様式がある場合は、その様式を優先してください。
使い方
応募先に近い案件を三件まで選びます。全案件の期間と概要は別紙または短い一覧へ残します。
各案件を期間 案件概要 体制と役割 担当工程 技術と成果物 判断と結果へ分けます。
顧客名や非公開情報を一般化し、チーム成果と自分の担当を分けます。
完成後に職務要約と技術スキルを更新し、PDFへ変換してから提出します。
基本情報
	項目
	入力欄

	作成日
	［西暦 年 月 日］

	氏名
	［氏名］

	希望職種
	［応募先の職種名］

	経験年数
	［開発 運用 PMO 情シスなど領域別に入力］

	連絡先
	［応募先の指定がある場合だけ入力］



職務要約
三から五文で、経験領域、重点工程、再現できる判断、応募先で使う経験を書きます。会社名や案件数を並べるだけで終えません。
	項目
	入力欄

	職務要約
	［二百から三百字を目安に自分の事実を入力］





技術スキル
技術名だけでなく、どの工程で何を確認できるかを書きます。経験年数を足し合わせる場合は、重複期間に注意してください。
	分類
	技術や製品
	期間
	説明できる範囲

	言語
	［入力］
	［入力］
	［設計 実装 テスト 運用 調整など］

	データベース
	［入力］
	［入力］
	［設計 実装 テスト 運用 調整など］

	クラウド
	［入力］
	［入力］
	［設計 実装 テスト 運用 調整など］

	開発運用
	［入力］
	［入力］
	［設計 実装 テスト 運用 調整など］

	業務と管理
	［入力］
	［入力］
	［設計 実装 テスト 運用 調整など］



資格と学習
	項目
	入力欄

	資格
	［取得年月 資格名 更新期限がある場合は期限］

	学習
	［応募先の仕事に近い成果物 検証方法 学んだ範囲］



職歴一覧
所属会社を時系列で入力します。行が足りない場合は追加してください。客先名や案件名は、後続の案件経歴で一般化します。
	在籍期間
	所属会社
	雇用形態
	所属と役割

	［年月から年月］
	［入力］
	［入力］
	［所属部署と役割を入力］


案件経歴 1
応募先に近い案件を優先し、自分が説明できる事実だけを入力します。顧客名や非公開資料の内容は一般化してください。
	項目
	入力欄

	期間
	［開始年月から終了年月または現在］

	案件概要
	［業界 利用者 システムの用途を一般化して入力］

	体制と役割
	［チーム人数 自分の役割 承認者やレビュー担当を入力］

	担当工程
	［調査 要件 設計 開発 テスト 運用 調整のうち実際の範囲を入力］

	技術と成果物
	［実際に使った技術と作成または更新した成果物を入力］

	判断と行動
	［何を見て何を決め 誰と合意し どこまで担当したかを入力］

	確認できる結果
	［品質 時間 手戻り 問い合わせ 再発防止など確認できる変化を入力 数字は根拠がある場合だけ使用］

	担当外
	［最終承認 顧客判断 他チームの実装など自分が担当していない範囲を入力］



提出前の確認
□ 顧客名 製品名 個人名 非公開の単価や件数を一般化した
□ 経験 技術 数字 成果を作っていない
□ チーム全体の成果と自分の担当を分けた
□ 面接で判断理由と担当外を説明できる
案件経歴 2
応募先に近い案件を優先し、自分が説明できる事実だけを入力します。顧客名や非公開資料の内容は一般化してください。
	項目
	入力欄

	期間
	［開始年月から終了年月または現在］

	案件概要
	［業界 利用者 システムの用途を一般化して入力］

	体制と役割
	［チーム人数 自分の役割 承認者やレビュー担当を入力］

	担当工程
	［調査 要件 設計 開発 テスト 運用 調整のうち実際の範囲を入力］

	技術と成果物
	［実際に使った技術と作成または更新した成果物を入力］

	判断と行動
	［何を見て何を決め 誰と合意し どこまで担当したかを入力］

	確認できる結果
	［品質 時間 手戻り 問い合わせ 再発防止など確認できる変化を入力 数字は根拠がある場合だけ使用］

	担当外
	［最終承認 顧客判断 他チームの実装など自分が担当していない範囲を入力］



提出前の確認
□ 顧客名 製品名 個人名 非公開の単価や件数を一般化した
□ 経験 技術 数字 成果を作っていない
□ チーム全体の成果と自分の担当を分けた
□ 面接で判断理由と担当外を説明できる
案件経歴 3
応募先に近い案件を優先し、自分が説明できる事実だけを入力します。顧客名や非公開資料の内容は一般化してください。
	項目
	入力欄

	期間
	［開始年月から終了年月または現在］

	案件概要
	［業界 利用者 システムの用途を一般化して入力］

	体制と役割
	［チーム人数 自分の役割 承認者やレビュー担当を入力］

	担当工程
	［調査 要件 設計 開発 テスト 運用 調整のうち実際の範囲を入力］

	技術と成果物
	［実際に使った技術と作成または更新した成果物を入力］

	判断と行動
	［何を見て何を決め 誰と合意し どこまで担当したかを入力］

	確認できる結果
	［品質 時間 手戻り 問い合わせ 再発防止など確認できる変化を入力 数字は根拠がある場合だけ使用］

	担当外
	［最終承認 顧客判断 他チームの実装など自分が担当していない範囲を入力］



提出前の確認
□ 顧客名 製品名 個人名 非公開の単価や件数を一般化した
□ 経験 技術 数字 成果を作っていない
□ チーム全体の成果と自分の担当を分けた
□ 面接で判断理由と担当外を説明できる
担当別の書き換え方
同じ案件でも、応募先が確認したい責任に合わせて重点を変えます。経験していない工程は追加しません。
	担当
	詳しく書く内容
	避ける書き方

	要件と顧客調整
	利用者 制約 受入条件 合意した成果物
	会議に参加しただけで要件定義と書く

	開発と品質
	影響調査 実装範囲 テスト観点 レビュー結果
	技術名と画面数だけを並べる

	PMOと管理
	未決事項 判断者 期限 完了条件 変更影響
	議事録と進捗集計だけを書く

	社内SEと情シス
	依頼分類 切り分け ベンダー調整 再発防止
	問い合わせ対応だけで終える



提出前の確認
□ 応募先の指定様式とファイル形式を確認した
□ 履歴書と職務経歴書の作成日をそろえた
□ 顧客 製品 個人 非公開資料を特定できる情報を一般化した
□ 自分の担当とチーム全体の成果を分けた
□ 経験していない工程 技術 数字 成果を追加していない
□ 面接で判断理由と担当外を説明できる
□ ファイル名とPDF変換後の改ページを確認した
作成を続ける
ブラウザで職務要約まで作る  職務要約メーカーを開く
書き方と四つの記入例を確認する  職務経歴書の解説記事を開く
転職支援を使う場合だけ対象条件を確認する  転職支援の比較ページを開く
Refactor Career  refactorcareer.dev  入力内容と提出先は自分で管理してください




